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審 査 結 果 の 要 旨

 喉頭全摘出術によって失われた発声機能を再獲得する方法として、近年シャント発声法

が普及してきている。シャント発声法を用いている人の発声機能が、どのようにQOLに影響

しているかは分かっていなかった。本研究は、シャント発声法を用いている人の包括的QOL、

発声関連QOLと発声機能の関連を検討した初めての報告である。研究結果から、発声機能検

査の声の強さとQOLの間に有意な相関があることが明らかになった。シャント発声による音

声機能のリハビリテーションで、「声の強さ」を客観的な指標としてQOLの向上を目的とし

たリハビリテーションや生活指導に使用できる可能性を示唆するものであり、明らかに学

術水準を高めたものと認める。 
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